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アリタソウ Chenopodium am brosioides 1.は外形的にはアメリカアリタソウ Chenopodium ambrosioiｭ








ノテノレペンに属する ascaridole (60%) , p-cymene (15%) ， α-terpinene (5 %) ，などを含有するの
に対し，アリタソウは l-pinocarvone (50タ16) , d-α-pinene (20形) , aritasone (5 96) などの双環性モ
ノテノレペンを主として合有する事実を認めた。
次にアリタソウの精泊中から m.p. 105--106 0 , Cα)D 
--118.6 0，組成， C2oH2S02，無色柱状の新成分を分離し
aritasone と名付け，その構造研究を行なった。化学反
応およびその他の知見から aritasone は l-pinocarvone
の二量休と見倣され，その構造は Vlb式と推定された



















本論文はアリタソウ Chenopodium ambrosioides L. の精油成分の組成を調べ，新成分アリタソンの構
造を決定したものである。アメリカアリタソウの精油へノポジ油はアスカリドーノレを合有し鈎虫， 回虫，
蟻虫の駆除薬として知られているがアリタソウの精油を調べた結果 lーピノカルボン， αーピネン， アリ究
ソンを合むがアスカリドーノレは存在しないことを明らかにした。
乙の中でアリタソンは未知の新化合物であったのでその構造を研究した。 アリタソンは C2oH2602， mp 
105-106 0 の結品で， その赤外線吸収スペクトノレおよび熱分解反応の結果より精油中に共存している lーピ
ノカルボンの二量体であろうと J7え下むの構造を推定し各種化学反応， }日~Jl<来)戊給休の合成および、核磁気
共同吸収の結果よりこれを証明した。主制
U
叫レ① 本論文はこのようにアリタソウの精油成分の組成を明確にし，又その中
に合まれる新成分アリタソンの柿造を決定したもので博士論文として十分
価値あるものと認める。
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